（Ｈ25年6月）

· ＤＪポリスに学ぶ「人心掌握術」
6月4日夜、サッカー日本代表が世界に先駆けて2014年FIFAワールドカップ・ブラジル大会の出場権を獲得しました。東京・渋谷駅前のスクランブル交差点では、例によって歓喜に沸く数千人の若者がハイタッチなどで入り乱れるおなじみの光景が展開されるかと思いきや、この日は指揮官車の上の一人の警察官の軽妙な語り口によって、多くの若者たちが騒々しい中にも一定の秩序が保たれた状態で見事に誘導される様子がテレビのニュース番組等で報道されていました。

この警官に付いた名前が「ＤＪポリス」！以下にその語録を紹介します。

· 「皆さん、日本代表ワールドカップ出場、大いに喜んでいただいて結構です。しかし、交通ルールとマナーはしっかり守りましょう」
· 「皆さんは12番目の選手です。日本代表のようなチームワークでゆっくり進んでください。ケガをしてはワールドカップ出場も後味の悪いものになってしまいます」

· 「車を通してください。ドライバーにもサポーターはいます。お互い気持ち良く、今日という日をお祝いできるよう、ルールとマナーを守りましょう」

· 「皆さんがそのように交通ルールを無視していると、お巡りさんからイエローカードが出るかもしれません」

· 「こんな良き日にお巡りさんも怒りたくはありません。日本代表はルールとマナーを守るフェアプレーのチームとして有名です」

· 「目の前の怖い顔をしたお巡りさん、皆さんが憎くてこういうことをやっているのではありません。心の中では日本代表のワールドカップ出場を喜んでいるのです。どうか皆さん、お巡りさんの言うことを聞いてください」
· 「ここにお集まりの皆さんはチームメートです。ひとつのチームとして、ルールとマナーを守って今の喜びを分かち合いましょう」

この警察官は警視庁第9機動隊に所属する20代の隊員で、昨年9月からイベント会場やデモ、花火大会などで整然とした行動を呼びかける「警備広報」を担当しているとのこと。警視庁内で数人しかいない広報技能検定試験の「上級」に合格し、今年1月の機動隊警備広報競技会でも優勝するなど、かなりの実力の持ち主のようです。現場に居合わせた若者たちの反応も、「サポーターの喜びに共感しながら呼びかけてくれるので素直に従おうと思った」「押さえ込まれている感じがなく素直に従えた」など、若者の心を着実に捉えていた様子が伝わってきます。この隊員によると、当日の言葉は台本や上司の指示によるものではなく、現場の状況や人々の年齢を踏まえてすべて自分で考えたとのことです。

DJの語り口を分析すると次のような特徴があります。

①先ず相手の気持ちを汲み取る言葉を投げかけて承認する（大いに喜んで結構）

②次に客観的な視点で物事を考えさせる（12番目の選手、フェアプレー、チームメート）

③最後にこうして欲しいというこちらの主張を伝える（ルールとマナーを守る）
何も難しいことはありません。私たちも今すぐにでも職場や家庭で実践してみましょう！

ちなみに、今年の初詣、明治神宮での警備のときに発したDJのひと言！「皆さん、急がなくても神様は逃げません。急いでもご利益は変わりません」
さすがDJ！見事です。　（工藤克己）
